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　　　　　　　　　　　　　平成29年　死亡災害発生事例   （確定版）

1
16:00～
17:00
（金）

農業 1～9
60代
男

　被災者が麦踏機を牽引したトラクターを
運転して作業場所へ向かう途中、T字路を曲
がりきれず、トラクターと共に田に転落
し、畦道に衝突したもの。

墜落
転落

動力運搬機

2
16:00～
17:00
（木）

その他の製造
業

1～9
50代
男

　被災者がベルトコンベアーを稼働させた
状態でスナップローラーに付着した泥等を
ハンマーで叩いて取り除いていたところ、
左腕から胸部までをスナップローラーとベ
ルトに巻き込まれたもの。 はさまれ、巻

き込まれ
動力運搬機

交通事故
（道路）

乗物

　トレーラーを運転して国道を走行中、高
速道路高架下の交差点にて反対車線を走行
し右折中の乗用車がトレーラーと接触し、
その衝撃でトレーラーが高速道路の支柱に
正面から衝突したもの。

4
5:00～
6:00
（水）

その他の卸売
業

1～9
60代
男

3
3:00～
4:00
（火）

一般貨物自動
車運送業

1～9
50代
男

仮設物・建
築物・構築
物等

　2階更衣室で1階からの異音に気付いた同
僚が、1階に通じる階段を下りていたとこ
ろ、同階段の最下段付近で仰向けに倒れ、
脳挫傷を負って死亡した被災者を発見した
もの。 墜落

転落

5
18:00～
19:00
（木）

その他の製造
業

1～9
50代
男

　自動車整備工場において、車両を載せた
リフトが故障してロックがかかり、しばら
くしてリフトの前方が下がりリフト上の車
両が動き出したため激突され、車両と壁の
間に挟まれたもの。 激突され

動力クレー
ン等

6
16:00～
17:00
（火）

一般貨物自動
車運送業

30～49
50代
男

　配送先において、荷受け口付近にトラッ
クを停車し、荷台上で荷卸し作業を行って
いたところ、勾配によりトラックがに動き
出したため、荷台から飛び降りて制止しよ
うとしたが押し倒され、ひかれたもの。 挟まれ、巻き

込まれ
動力運搬機

挟まれ、巻き
込まれ

建設機械等

　護岸改良工事において、川底の土砂をス
コップでドラグ・ショベルのバケットに投
入する作業中、運転者がドラグ・ショベル
を右旋回させたため、バケットと切梁の間
に胸部を挟まれたもの。

8
17:00～
18:00
（月）

その他の小売
業

30～49
50代
男

7
11:00～
12:00
(月）

河川土木工事
業

10～19
40代
男

荷姿の物

　クレーンを使用し、同僚と2人でパレット
(ガラス板専用)をトラックに積み込む作業
中、荷台中央部のスタンションにパレット
を沿わせて降ろし、スリングベルトで固定
していたが、スリングベルトを引っかけて
いたフックが折れ、パレットが倒れ、被災
者はパレットと共に荷台から墜落し、地面
と荷の間に頭を挟まれたもの。

崩壊、倒壊



13
14:00～
15:00
（水）

クリーニング
業

30～49
60代
男

　被災者が、クリーニング工場においてド
ラム式乾燥機の不具合の調整のため、その
内部に入っていたところ、乾燥機が作動し
て乾燥物と一緒に回転し、頭部を打撲した
もの。 挟まれ、巻き

込まれ
一般動力機

械

　被災者が工場内のコンクリート搬送設備
の搬送用トロリーを遠隔操作用の操作ス
イッチを押したが作動しなかったため、同
僚に操作スイッチを押させて、トロリー点
検台に登って配電盤を調べていたところ、
約3ｍ下のピット上に倒れ死亡していたのを
発見されたもの。

墜落
転落

動力運搬機11
8:00～
9:00
（木）

セメント・同
製品製造業

10～19
70代
男

9
14:00～
15:00
（火）

その他の建築
工事業

1～9
40代
男

　S造5階ビル解体工事において、車両系建
設機械(解体用機械、鉄骨切断機)を使用し
て5階天井部分から解体を行っていたとこ
ろ、鉄骨のガス溶断のために作業をしてい
た被災者が、ガレキの上に墜落したもの。 墜落

転落

仮設物・建
築物・構築
物等

　貨物ターミナル駅構内において、被災者
が道路を横断していたところ、他事業場労
働者の運転するトラックに激突されたも
の。

激突され 動力運搬機10
8:00～
9:00
（火）

一般貨物自動
車運送業

50～99
50代
男

12
12:00～
13:00
（木）

その他の土木
工事業

1～9
20代
男

　被災者は、車両(最大積載量2トンの貨物
自動車)を運転し、片側1車線の県道を南方
向に走行中、緩やかな下りこう配の左カー
ブに差し掛かったところで中央線を越えて
対向車線にはみ出し、同車線を走行してい
た別の車両(最大積載量2トンの貨物自動車)
と衝突したもの。

交通事故
（道路）

動力運搬機

14
11:00～
12:00
(木）

木材伐出業 50～99
70代
男

　山林内で伐採された木材の搬出作業にお
いて、道路脇に集積された木材をトラック
クレーンの荷台へ積み込む作業中、荷台に
積上げた木材の上に乗っていた被災者が、
約3.2メートル下の地面に墜落し、頭部を強
打したもの。(2日後に死亡した。)

墜落
転落

動力運搬機

15
7:00～
8:00
(木）

新聞販売業 10～19
70代
男

　車で朝刊配達中、足がつり足の動きが悪
くなってきたため、車外に出て配達の手伝
いを求めてアスファルト製の道路上で待っ
ていた被災者が、倒れていたのを発見され
たが、倒れた時に頭部を撃ったもの。(2日
後に死亡した。)

転倒
その他の
起因物

16
11:00～
12:00
(月）

その他の
建築工事業

1～9
50代
男

　集塵ダクトの解体工事において、地上に
置かれた排気ダクトを金属板とモルタルに
分離し細断化するため、溶断者と補助者が
ガス溶断作業に従事していたところ、突然
ダクトの折れ曲がった部分が裂け崩れ、こ
の一部が両者の上に倒れたことにより、溶
断者が死亡し、補助者が足を負傷したも
の。

激突され
仮設物・建
築物・構築
物等



25
3:00～
4:00
(木）

新聞販売業 10～19
70代
男

　被災者は、朝刊配達のため、原動機付き
自転車(50㏄)で県道を走行中、信号機のな
いT字路右折中、優先道路を左折してきた乗
用車に衝突したもの。

交通事故
（道路）

乗物

22
10:00～
11:00
(火）

その他の建築
工事業

1～9
60代
男

　地上3階建RC造新築工事現場において、屋
上部の排水溝のモルタル補修作業を行うた
め、被災者が外部足場最上層(7層目)で、着
用していた安全帯を使用せずに、足場外面
側の筋交を取り外し、ウィンチを用いて
練ったモルタルが入ったバケツを巻き上げ
ていたところ、体のバランスを崩して12.7
メートル下に墜落したもの。

墜落
転落

仮設物・建
築物・構築
物等

21
12:00～
13:00
（金）

家具・建具・
じゅう器小売

業

　被災者が事業場内エレベーターで商品を2
階へ運搬中、一緒に乗せていた折りたたん
でいた緩衝材がエレベーターと外壁の隙間
に引っ掛かった為、エレベーターピット内
に上部に布を敷いた高さ0.9メートルのテー
ブルを置き、その上に高さ2.5メートルの脚
立を立て、その脚立上で引っ掛かった緩衝
材をカッターで取り除いていたところ、体
のバランスを崩して約3.4メートル下のピッ
ト底部に墜落したもの。

墜落
転落

用具50～99
60代
男

17
9:00～
10:00
(月）

その他の接客
娯楽業

100～299
50代
男

　台風3号の接近に伴い、斜めに生えている
松の老木倒壊防止のため、当該老木の下に
丸太を入れて鎹で固定する作業で、フォー
クローダにて丸太を松の老木に下に入れた
後、作業者が丸太を抱える形で位置を調整
していたところ、丸太が倒れて当該作業者
が下敷きになり、頭蓋骨骨折したもの。

崩壊
倒壊

材料

18
13:00～
14:00
(土）

その他の小売業 1～9
40代
女

　弁当店の厨房で作業していた従業員がト
イレに入ったところ、トイレの扉の前に米
袋が倒れトイレに閉じ込められ、その間、
フライヤーの過熱により火災が発生して被
災したもの。(翌日CO中毒で死亡した。) 火災

その他の
起因物

19
16:00～
17:00
(土）

鉄骨・鉄筋コ
ンクリート造
家屋建築工事

業

30～49
20代
男

　建築物の改築工事現場において、型枠足
場組み立て作業中、重さ18キロの調整枠2本
を肩に担いで足場を移動していた被災者
が、足場に置いていたブラケットに調整枠
の一部が接触し、その反動で体のバランス
を崩して当該足場から約18メートル下に墜
落したもの。

墜落
転落

仮設物・建
築物・構築
物等

20
9:00～
10:00
(金）

一般貨物自動
車運送業

10～19
40代
男

　被災者は、ガソリンスタンドでトラック
に給油後、運転席で痙攣し救急搬送された
が、意識不明の状態が続き、約1か月半後に
急性心筋梗塞により死亡したもので、長期
間の過重労働(発症前1か月の時間外100時間
超)が過負荷となって発症したもの。

その他 起因物なし

23
9:00～
10:00
(木）

ガラス・同製
品製造業

30～49
20代
男

　2トントラックを運転していた被災者が、
高速道路上り線を走行中、追越車線の規制
(テーパー設置)のため、矢印版を設置して
いた保安員をはねてしまい、そのままト
ラックが作業中の標識車へ追突したもの。

交通事故
（道路）

動力運搬機

24
6:00～
7:00
(土）

一般貨物自動
車運送業

1～9
30代
男

　被災者は、荷物を積んだ13トントラック
を運転して事業場に向かって高速道路を走
行中、当該高速道路において、交通事故に
よって渋滞していたため停車中であった他
社のトラックに追突し、首の骨を折ったも
の。

交通事故
（道路）

動力運搬機



34
18:00～
19:00
(土）

鉄道・軌道業 30～49
50代
男

　被災者は輸送指令から雪害警戒体制が発
動されたため、操車場構内において、同僚
と2人で融雪器の点火作業を行っていたとこ
ろ、上りの旅客列車に激突されたもの。

交通事故
（その他）

乗物

31
10:00～
11:00
(火）

陸上貨物取扱業 10～19
50代
男

　と畜場において、一部加工された枝肉を
冷蔵庫からトラックに積み込む際、使用す
る枝肉搬入ベルトコンベアの先端のベルト
プーリー部に、着用していたヤッケの一部
を巻き込まれた被災者が、宙吊りで頸部を
圧迫された状態で発見されたもの。

挟まれ、巻き
込まれ

動力運搬機

28
17:00～
18:00
(日）

電気・ガス・
水道業

100～299
40代
男

　被災者は施設内の巡回中、地下から1階へ
階段を登っている途中で仰向けに転倒し、
重症頭部外傷を負って死亡していたのを発
見されたもの。

転倒
仮設物・建
築物・構築
物等

26
12:00～
13:00
(木）

その他の事業 1～9
30代
男

　被災者は、既設機械式立体駐車場の定期
点検作業において、車両昇降装置のフレー
ムに搭乗して上昇中、フレームと躯体内壁
の鉄骨との間に頭部を挟まれ、頭部切断し
たもの。 挟まれ、巻き

込まれ
動力クレー
ン等

27
9:00～
10:00
(木）

木造家屋
建築工事業

仮設物・建
築物・構築
物等

墜落
転落

　被災者は木造2階建ての新築工事現場にお
いて、足場の作業床で足場の外側にメッ
シュシートを設置するに当たり、鳩目と鳩
目をひもで結ぶ作業中、当該作業床の建物
側から約4.7メートル下の地面に墜落したも
の。

40代
男

1～9

29
17:00～
18:00
(金）

その他の土木
工事業

1～9
60代
男

　被災者は現場の工事完了の立会検査のた
め、会社のトラックを運転して工事現場に
行き、当該工事現場で立会検査を終了後、
同トラックで会社に戻るため道路を走行
中、対向車と正面衝突したもの。

交通事故
（道路）

動力運搬機

30
20:00～
21:00
(水）

一般貨物自動
車運送業

10～19
60代
男

　被災者は営業所駐車場の近くにある階段
下において仰向けに倒れ、後頭部に急性硬
膜下出血を負っていたところを出庫点呼町
の乗務員に発見されたもの 墜落

転落

仮設物・建
築物・構築
物等

32
6:00～
7:00
(火）

一般貨物自動
車運送業

1～9
50代
男

　被災者は、大型トラックを運転して事業
場に向かって片側１車線の地方道路を走行
中、当該道路の緩やかなカーブにおいて、
トラックが道路右側の法面に乗り上げて横
転したことにより頭を打ち、意識不明の重
体で病院に搬送されたもの。(翌日病院で死
亡したもの。)

交通事故
（道路）

動力運搬機

33
16:00～
17:00
(水）

その他の事業 30～49
60代
男

　被災者は、施設での作業を終えて事務所
に帰るため、原動機付きバイクを運転し、
脇道から国道に入る交差点で右折して国道
に入った後、当該国道を直進してきた大型
トラックに衝突したもの。

交通事故
（道路）

動力運搬機



35
11:00～
12:00
(日）

新聞販売業 20～29
80代
男

 被災者は、集金業務のため、自転車を運転
して道路を走行中、横断歩道を渡った歩道
で転倒し頭部をアスファルトで強打したも
の。（被災後療養中であったが約2か月後死
亡したもの。） 転倒 人力運搬機

36
8:00～
9:00
（金）

セメント・同
製品製造業

10～19
50代
男

　被災者はコンクリートミキサー車の
シュートに付属されている足かけに乗っ
て、コンクリート投入用ホッパー下部にあ
る羽に、ガス溶断装置を用いて穴を開ける
作業を行っていた時、足かけ後部から仰向
けに倒れ1.5メートル下に墜落し、その際被
災者の後頭部が下にいた他の労働者の前頭
部に激突したもの。
（被災者は長時間労働によるくも膜下出血
が原因で死亡したもの。）

その他 起因物なし


